
(57)【要約】

【課題】飯塊から棒状成形飯への成形、該成形飯のフィ

ルム包装までを自動的に行う。

【解決する手段】回転する作業台１２の型穴１３で、飯

塊７０を成形飯７に成形した後、作業台１２の下方で待

機する包装シート６と一緒に成形飯７を型枠３に突き落

とす。包装シート６は、成形飯７の端面に被さる耳片６

６、６６を有しており、型枠３から包装シート６の後部

６ａ、前部６ｂ及び耳片６６、６６の先端側が上向きに

はみ出る。耳片折畳み装置４によって、耳片６６、６６

を成形飯の上面に折り畳み、次に、可動押え片５１にて

シート後部６ａを成形飯上に折り畳み、型枠３が前進す

る際に、待機する邪魔板５５によってシー前部６ｂを折

り畳む。最後にシート後部６ａと前部６ｂの重なり部を

熱溶着する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
飯 塊 （ ７ ０ ） を 棒 状 に 型 成 形 し 、 両 側 縁 に 耳 片 （ ６ ６ ） （ ６ ６ ） を 突 出 さ せ た 包 装 シ ー ト
（ ６ ） に よ っ て 、 該 棒 状 成 形 飯 （ ７ ） を 包 装 す る 包 装 棒 状 飯 の 製 造 装 置 で あ っ て 、
作 業 台 （ １ ２ ） の 型 穴 （ １ ３ ） に 飯 塊 （ ７ ０ ） を 押 し 込 ん で 棒 状 に 成 形 し 、 突 き 出 し ス テ
ー シ ョ ン Ｓ ４ に て 成 形 飯 （ ７ ） を 型 穴 （ １ ３ ） か ら 突 き 落 と す 棒 状 飯 成 形 装 置 （ １ ） と 、
棒 状 飯 成 形 装 置 （ １ ） の 突 き 出 し ス テ ー シ ョ ン Ｓ ４ の 下 方 位 置 に 包 装 シ ー ト （ ６ ） を 供 給
す る 包 装 シ ー ト 供 給 装 置 （ ２ ） と 、
包 装 シ ー ト 供 給 位 置 の 下 方 位 置 に 対 応 し て 停 止 す る 様 に 間 欠 周 回 可 能 に 配 備 さ れ 、 包 装 シ
ー ト （ ６ ） と 一 緒 に 突 き 落 と さ れ た 成 形 飯 （ ７ ） を 上 面 開 口 か ら 受 け 入 れ る 型 枠 （ ３ ） と
、
型 枠 （ ３ ） の 移 行 路 上 の シ ー ト 耳 片 折 畳 み ス テ ー シ ョ ン Ｓ ５ の 両 側 に 配 備 さ れ 、 互 い に 型
枠 （ ３ ） の 移 行 路 と 直 交 す る 方 向 に 往 復 移 動 し 型 枠 側 に 前 進 し た 際 に 、 型 枠 の 両 端 か ら は
み 出 し た 包 装 シ ー ト （ ６ ） の 耳 片 （ ６ ６ ） を 内 側 に 折 り 畳 む 爪 板 （ ４ ３ ） を 有 す る シ ー ト
の 耳 片 折 畳 み 装 置 （ ４ ） と 、
型 枠 （ ３ ） の 前 進 移 行 路 の 上 方 に 該 型 枠 の 移 行 方 向 に 沿 っ て 一 定 の ス ト ロ ー ク で 前 後 移 動
し 、 型 枠 （ ３ ） が 包 装 シ ー ト 後 部 折 畳 み ス テ ー シ ョ ン Ｓ ６ で 停 止 し て い る 間 に 該 型 枠 （ ３
） 側 に 前 進 し 、 該 型 枠 （ ３ ） の 後 縁 か ら は み 出 た 包 装 シ ー ト （ ６ ） の 後 部 （ ６ ａ ） を 前 方
に 折 り 畳 む 可 動 押 え 片 （ ５ １ ） と 、
型 枠 （ ３ ） の 移 行 の 上 方 に て 該 移 行 路 に 近 接 し 、 且 つ 上 記 可 動 押 え 片 （ ５ １ ） の 前 進 端 に
接 近 し て 該 可 動 押 え 片 （ ５ １ ） の 下 流 側 に 配 備 さ れ 、 下 方 を 型 枠 （ ３ ） が 通 過 す る 際 に 、
型 枠 （ ３ ） の 前 縁 か ら は み 出 た 包 装 シ ー ト （ ６ ） の 前 部 （ ６ ｂ ） を 、 前 記 折 り 畳 ま れ た 包
装 シ ー ト （ ６ ） の 後 部 （ ６ ａ ） に 折 り 重 ね る 邪 魔 板 （ ５ ５ ） と 、
包 装 シ ー ト （ ６ ） の 後 部 （ ６ ａ ） と 前 部 （ ６ ｂ ） の 重 な り 部 を シ ー ル す る シ ー ル 装 置 （ ５
７ ） と に よ っ て 構 成 さ れ る 包 装 棒 状 飯 の 製 造 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
シ ー ト 耳 片 折 畳 み 装 置 （ ４ ） の 爪 板 （ ４ ３ ） （ ４ ３ ） は 、 互 い に 前 進 端 で は 下 降 し て シ ー
ト 耳 片 （ ６ ６ ） （ ６ ６ ） を 型 枠 （ ３ ） 内 の 成 形 飯 （ ７ ） の 上 面 に 押 し つ け る 請 求 項 １ に 記
載 の 包 装 棒 状 飯 の 製 造 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
可 動 押 え 片 （ ５ １ ） は 、 前 進 す る 際 に 下 降 し て 包 装 シ ー ト （ ６ ） の 後 部 （ ６ ａ ） を 、 成 形
飯 （ ７ ） の 上 面 に 被 さ っ た 耳 片 （ ６ ６ ） （ ６ ６ ） に 折 り 重 ね 、 後 退 す る 際 に 型 枠 （ ３ ） の
型 枠 の 移 行 路 か ら 離 れ る 様 に 上 昇 す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 包 装 棒 状 飯 の 製 造 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
シ ー ル 装 置 （ ５ ７ ） は 、 邪 魔 板 （ ５ ５ ） に 型 枠 （ ３ ） の 停 止 位 置 に 対 応 し て 貫 通 孔 （ ５ ３
） を 開 設 し 、 加 熱 し た 加 圧 軸 （ ５ ４ ） を 該 貫 通 孔 （ ５ ３ ） を 貫 通 し て 下 降 さ せ 、 停 止 中 の
型 枠 （ ３ ） 内 の 成 形 飯 （ ７ ） に 被 さ っ た 包 装 シ ー ト （ ６ ） の 後 部 （ ６ ａ ） と 前 部 （ ６ ｂ ）
の 重 な り 部 を 該 加 圧 軸 （ ５ ４ ） で 押 圧 し て 熱 溶 着 す る も の で あ る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の 何 れ か
に 記 載 の 棒 状 成 形 飯 の 包 装 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 分 野 】
本 発 明 は 、 飯 塊 か ら 棒 状 成 形 飯 を 形 成 し 、 両 側 縁 に 耳 片 を 突 出 さ せ た 包 装 シ ー ト に よ っ て
、 該 棒 状 成 形 飯 を 包 装 す る 包 装 棒 状 飯 の 製 造 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 及 び 解 決 し よ う と す る 課 題 】
回 転 す る 作 業 板 の 三 角 型 穴 に 飯 を 押 し 込 ん で 三 角 形 に 成 形 後 、 該 三 角 成 形 飯 を 型 穴 か ら 突
き 落 と し 、 こ の 三 角 成 形 飯 を 矩 形 の 包 装 シ ー ト に て 包 装 す る 包 装 三 角 お り ぎ り 飯 の 製 造 装
置 は 、 実 用 化 さ れ て い る 。
又 、 作 業 板 の 横 長 の 型 穴 に 飯 を 押 し 込 ん で 棒 状 に 成 形 し 、 こ の 棒 状 成 形 飯 を 包 装 シ ー ト で
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自 動 包 装 す る こ と も 実 施 さ れ て い る 。
と こ ろ が 、 図 ７ ▲ ４ ▼ に 示 す 如 く 、 棒 状 成 形 飯 （ ７ ） の 両 端 面 に 被 さ る 耳 片 （ ６ ６ ） （ ６
６ ） を 具 え た 包 装 シ ー ト （ ６ ） に て 、 成 形 飯 （ ７ ） 全 体 を 自 動 包 装 す る 装 置 は 出 現 し て お
ら ず 、 手 作 業 で の 包 装 を 余 儀 な く さ れ 、 作 業 能 率 が 悪 く 、 又 、 不 衛 生 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
本 発 明 は 、 両 側 縁 に 耳 片 を 具 え た 包 装 シ ー ト に よ っ て 、 棒 状 成 形 飯 を そ の 両 端 面 を 含 め て
自 動 包 装 で き る 包 装 機 能 を 具 え た 包 装 棒 状 飯 の 製 造 装 置 を 明 ら か に す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る 手 段 】
本 発 明 の 包 装 棒 状 飯 の 製 造 装 置 は 、 作 業 台 （ １ ２ ） の 型 穴 （ １ ３ ） に 飯 塊 （ ７ ０ ） を 押 し
込 ん で 棒 状 に 成 形 し 、 突 き 出 し ス テ ー シ ョ ン Ｓ ４ に て 成 形 飯 （ ７ ） を 型 穴 （ １ ３ ） か ら 突
き 落 と す 棒 状 飯 成 形 装 置 （ １ ） と 、
棒 状 飯 成 形 装 置 （ １ ） の 突 き 出 し ス テ ー シ ョ ン Ｓ ４ の 下 方 位 置 に 包 装 シ ー ト （ ６ ） を 供 給
す る 包 装 シ ー ト 供 給 装 置 （ ２ ） と 、
包 装 シ ー ト 供 給 位 置 の 下 方 位 置 に 対 応 し て 停 止 す る 様 に 間 欠 周 回 可 能 に 配 備 さ れ 、 包 装 シ
ー ト （ ６ ） と 一 緒 に 突 き 落 と さ れ た 成 形 飯 （ ７ ） を 上 面 開 口 か ら 受 け 入 れ る 型 枠 （ ３ ） と
、
型 枠 （ ３ ） の 移 行 路 上 の シ ー ト 耳 片 折 畳 み ス テ ー シ ョ ン Ｓ ５ の 両 側 に 配 備 さ れ 、 互 い に 型
枠 （ ３ ） の 移 行 路 と 直 交 す る 方 向 に 往 復 移 動 し 型 枠 側 に 前 進 し た 際 に 、 型 枠 の 両 端 か ら は
み 出 し た 包 装 シ ー ト （ ６ ） の 耳 片 （ ６ ６ ） を 内 側 に 折 り 畳 む 爪 板 （ ４ ３ ） を 有 す る シ ー ト
の 耳 片 折 畳 み 装 置 （ ４ ） と 、
型 枠 （ ３ ） の 前 進 移 行 路 の 上 方 に 該 型 枠 の 移 行 方 向 に 沿 っ て 一 定 の ス ト ロ ー ク で 前 後 移 動
し 、 型 枠 （ ３ ） が 包 装 シ ー ト 後 部 折 畳 み ス テ ー シ ョ ン Ｓ ６ で 停 止 し す る タ イ ミ ン グ に 合 わ
せ て 該 型 枠 （ ３ ） 側 に 前 進 し 、 該 型 枠 （ ３ ） の 後 縁 か ら は み 出 た 包 装 シ ー ト （ ６ ） の 後 部
（ ６ ａ ） を 前 方 に 折 り 畳 む 可 動 押 え 片 （ ５ １ ） と 、
型 枠 （ ３ ） の 移 行 の 上 方 に て 該 移 行 路 に 近 接 し 、 且 つ 上 記 可 動 押 え 片 （ ５ １ ） の 前 進 端 に
接 近 し て 該 可 動 押 え 片 （ ５ １ ） の 下 流 側 に 配 備 さ れ 、 下 方 を 型 枠 （ ３ ） が 通 過 す る 際 に 、
型 枠 （ ３ ） の 前 縁 か ら は み 出 た 包 装 シ ー ト （ ６ ） の 前 部 （ ６ ｂ ） を 、 前 記 折 り 畳 ま れ た 包
装 シ ー ト （ ６ ） の 後 部 （ ６ ａ ） に 折 り 重 ね る 邪 魔 板 （ ５ ５ ） と 、
包 装 シ ー ト （ ６ ） の 後 部 （ ６ ａ ） と 前 部 （ ６ ｂ ） の 重 な り 部 を シ ー ル す る シ ー ル 装 置 （ ５
７ ） と に よ っ て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 作 用 及 び 効 果 】
飯 成 形 装 置 （ １ ） に よ っ て 飯 塊 を 棒 状 に 成 形 出 来 る 。 こ の 成 形 飯 （ ７ ） を 包 装 シ ー ト （ ６
） を 下 側 に し て 一 緒 に 型 枠 （ ３ ） に 落 と し 込 む と 、 包 装 シ ー ト （ ６ ） は 型 枠 （ ３ ） と 成 形
飯 （ ７ ） と の 間 に 挟 ま れ て 成 形 飯 （ ７ ） の 上 面 を 除 く 外 周 面 に 被 さ り 、 シ ー ト 後 部 （ ６ ａ
） 、 前 部 （ ６ ｂ ） 及 び 両 耳 片 （ ６ ６ ） （ ６ ６ ） の 先 端 側 は 型 枠 （ ３ ） の 上 縁 か ら は み 出 す
。
型 枠 （ ３ ） が シ ー ト 耳 片 折 畳 み ス テ ー シ ョ ン Ｓ ５ で 停 止 す る タ イ ミ ン グ に 合 わ せ て 、 爪 板
（ ４ ３ ） が 型 枠 （ ３ ） の 上 方 へ 先 進 し 、 型 枠 （ ３ ） か ら は み 出 し た 耳 片 （ ６ ６ ） を 引 っ 掛
け て 成 形 飯 （ ７ ） の 上 面 に 被 さ る 様 に 折 り 畳 む 。
型 枠 （ ３ ） が 包 装 シ ー ト 後 部 折 畳 み ス テ ー シ ョ ン Ｓ ６ に 移 動 し た 際 、 後 退 移 動 す る 可 動 押
え 片 （ ５ １ ） と す れ 違 い 、 型 枠 （ ３ ） が 該 ス テ ー シ ョ ン Ｓ ６ で 停 止 す る タ イ ミ ン グ に 合 わ
せ て 可 動 押 え 片 （ ５ １ ） が 前 進 し て 、 型 枠 （ ３ ） か ら は み 出 し て い る 包 装 シ ー ト 後 部 （ ６
ａ ） を 引 っ 掛 け て 成 形 飯 （ ７ ） の 上 面 側 に 折 り 畳 み 、 先 に 折 り 畳 ま れ い る 耳 片 （ ６ ６ ） （
６ ６ ） に 重 ね る 。
型 枠 （ ３ ） が 前 進 す る と 、 型 枠 （ ３ ） か ら は み だ し て い る シ ー ト 前 部 （ ６ ｂ ） が 邪 魔 板 （
５ ５ ） に 当 た っ て 後 方 に 倒 れ 、 先 に 折 り 畳 ま れ て い る シ ー ト 後 部 （ ６ ａ ） に 重 な る 。
シ ー ル 装 置 （ ５ ７ ） に よ っ て 、 シ ー ト の 後 部 （ ６ ａ ） と 前 部 （ ６ ｂ ） の 重 な り 部 を 接 合 す
る 。
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上 記 動 作 に よ っ て 、 飯 塊 （ ７ ０ ） か ら 成 形 飯 （ ７ ） の 成 形 工 程 を 経 て 、 該 成 形 飯 （ ７ ） に
対 す る 包 装 ま で 行 わ れ る 。
上 記 動 作 は 自 動 的 に 繰 り 返 さ れ る か ら 、 包 装 能 率 は 向 上 し 、 又 、 衛 生 的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 ８ 、 図 ９ は 、 棒 状 成 形 飯 を 包 装 す る 公 知 の 包 装 シ ー ト （ ６ ） を 示 し て お り 、 図 １ ０ に 示
す 如 く 、 矩 形 の 外 フ ィ ル ム （ ６ １ ） と 矩 形 の 内 フ ィ ル ム （ ６ ３ ） の 間 に シ ー ド 状 海 苔 等 の
シ ー ト 状 食 品 （ ６ ５ ） を 挟 ん で 、 図 ８ に 示 す 如 く 、 両 フ ィ ル ム の 外 周 縁 を 熱 溶 着 （ ６ ０ ）
し て 形 成 さ れ て い る 。
外 フ ィ ル ム （ ６ １ ） は 、 幅 方 向 の 中 央 部 に 長 手 方 向 に 分 断 可 能 な 分 離 可 能 部 （ ６ ２ ） を 有
し て す る 。 分 離 可 能 部 （ ６ ２ ） は 、 外 フ ィ ル ム （ ６ １ ） に 断 続 的 な 切 込 み を 施 し た も の 、
外 フ ィ ル ム （ ６ １ ） に 細 帯 テ ー プ を 接 着 し 、 該 テ ー プ の 一 端 を 引 っ 張 っ て 外 フ ィ ル ム （ ６
１ ） を 分 断 す る も の 等 、 外 フ ィ ル ム （ ６ １ ） を 長 手 方 向 に 沿 っ て 分 断 で き れ ば 、 構 成 は 問
わ な い 。
内 フ ィ ル ム （ ６ ３ ） は 、 二 枚 の フ ィ ル ム 片 （ ６ ４ ） （ ６ ４ ） の 内 側 縁 を 重 ね て 形 成 さ れ て
い る 。
両 フ ィ ル ム 片 （ ６ ４ ） （ ６ ４ ） の 外 側 縁 に 耳 片 （ ６ ６ ） （ ６ ６ ） を 突 設 し て い る 。
両 耳 片 （ ６ ６ ） （ ６ ６ ） は 、 成 形 飯 （ ７ ） の 端 面 か ら 成 形 飯 （ ７ ） の 長 さ 方 向 に 被 さ る 突
出 長 さ で あ る 。
実 施 例 で は 、 フ ィ ル ム 片 （ ６ ４ ） か ら 一 体 に 延 長 し て 耳 片 （ ６ ６ ） が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
図 ７ は 、 本 発 明 の 包 装 棒 状 飯 の 製 造 装 置 に よ っ て 、 成 形 飯 （ ７ ） を 包 装 す る 手 順 を 示 し て
い る 。
図 ７ ▲ １ ▼ に 示 す 如 く 、 型 穴 （ １ ３ ） に 投 入 し た 飯 塊 （ ７ ０ ） に 、 溝 付 け 板 （ １ ６ ） の 加
圧 に よ り 、 溝 部 （ ７ １ ） を 形 成 す る 。
図 ７ ▲ ２ ▼ に 示 す 如 く 、 飯 塊 （ ７ ０ ） の 溝 部 （ ７ １ ） に 具 （ ７ ２ ） を 投 入 す る 。
図 ７ ▲ ３ ▼ に 示 す 如 く 、 飯 塊 （ ７ ０ ） を 整 形 押 し 板 （ １ ７ ） で 押 圧 し 、 飯 塊 （ ７ ０ ） の 形
状 を 整 え て 成 形 飯 （ ７ ） と す る 。
図 ７ ▲ ４ ▼ に 示 す 如 く 、 内 フ ィ ル ム （ ６ ３ ） を 上 向 き に し て 待 機 し て い る 前 記 包 装 シ ー ト
（ ６ ） 上 に 、 両 端 部 が 耳 片 （ ６ ６ ） （ ６ ６ ） と 対 応 す る 様 に 成 形 飯 （ ７ ） を 載 せ る 。
図 ７ ▲ ５ ▼ に 示 す 如 く 、 包 装 シ ー ト （ ６ ） と 一 緒 に 成 形 飯 （ ７ ） を 型 枠 （ ３ ） に 突 き 落 と
し 、 包 装 シ ー ト （ ６ ） の 後 部 （ ６ ａ ） 、 前 部 （ ６ ｂ ） 及 び 耳 片 （ ６ ６ ） （ ６ ６ ） を 型 枠 （
３ ） の 上 端 か ら 上 側 に は み 出 さ せ る 。
図 ７ ▲ ６ ▼ に 示 す 如 く 、 耳 片 （ ６ ６ ） （ ６ ６ ） を 成 形 飯 （ ７ ） の 上 面 に 折 り 畳 み 、 次 に シ
ー ト 後 部 （ ６ ａ ） を 該 耳 片 （ ６ ６ ） 上 に 折 り 重 ね る 。
図 ７ ▲ ７ ▼ に 示 す 如 く 、 シ ー ト 前 部 （ ６ ｂ ） を シ ー ト 後 部 （ ６ ａ ） に 折 り 重 ね 、 重 な り 部
を 熱 溶 着 （ ６ ７ ） （ ６ ７ ） し て 、 包 装 を 完 了 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
図 １ は 、 上 記 包 装 工 程 を 自 動 的 に 行 う 本 発 明 の 包 装 棒 状 飯 の 製 造 装 置 を 示 し て い る 。
包 装 棒 状 飯 製 造 装 置 は 、 飯 塊 （ ７ ０ ） を 棒 状 成 形 飯 （ ７ ） に 加 工 す る 飯 成 形 装 置 （ １ ） と
、 該 飯 成 形 装 置 （ １ ） の 成 形 飯 （ ７ ） の 排 出 位 置 に 前 記 包 装 シ ー ト （ ６ ） を 供 給 す る 包 装
シ ー ト 供 給 装 置 （ ２ ） と 、 間 欠 周 回 移 動 し 停 止 の 間 に 包 装 シ ー ト （ ６ ） と 一 緒 に 棒 状 飯 成
形 装 置 （ １ ） か ら 成 形 飯 （ ７ ） を 受 け 取 る 型 枠 （ ３ ） と 、 型 枠 の 移 行 路 の 両 側 に 配 備 さ れ
型 枠 （ ３ ） か ら 上 向 き に は み 出 し た 耳 片 （ ６ ６ ） （ ６ ６ ） を 内 側 に 折 り 畳 む 耳 片 折 畳 み 装
置 （ ４ ） （ ４ ） と 、 型 枠 （ ３ ） の 移 行 路 の 上 方 に 配 備 さ れ 包 装 シ ー ト （ ６ ） の 後 部 （ ６ ａ
） を 成 形 飯 （ ７ ） 上 に 折 り 畳 む シ ー ト 後 端 部 折 畳 み 装 置 （ ５ ） と 、 型 枠 （ ３ ） の 前 進 移 動
を 利 用 し て シ ー ト の 前 部 （ ６ ｂ ） を 後 方 へ 折 り 畳 む 邪 魔 板 （ ５ ５ ） と 、 包 装 シ ー ト （ ６ ）
の 後 部 （ ６ ａ ） と 前 部 （ ６ ｂ ） の 重 な り 部 を 熱 溶 着 に よ っ て シ ー ル す る シ ー ル 装 置 （ ５ ７
） と に よ っ て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
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飯 成 形 装 置 （ １ ） は 、 外 周 部 に 等 間 隔 に 型 穴 （ １ ３ ） を 具 え た 円 形 の 間 欠 回 転 作 業 台 （ １
２ ） に 対 し て 、 回 転 方 向 に 順 に 飯 供 給 ス テ ー シ ョ ン Ｓ １ 、 溝 付 け ス テ ー シ ョ ン Ｓ ２ 、 整 形
ス テ ー シ ョ ン Ｓ ３ 及 び 突 き 出 し ス テ ー シ ョ ン Ｓ ４ を 設 定 し 、 飯 供 給 ス テ ー シ ョ ン Ｓ １ に 対
応 し て 飯 供 給 装 置 （ １ １ ） を 固 定 配 備 し 、 溝 付 け ス テ ー シ ョ ン Ｓ ２ に 対 向 し て 溝 付 け 板 （
１ ６ ） 、 整 形 ス テ ー シ ョ ン Ｓ ３ に 対 応 し て 整 形 押 し 板 （ １ ７ ） 、 突 き 出 し ス テ ー シ ョ ン Ｓ
４ に 対 応 し て 突 出 し 板 （ １ ９ ） を 夫 々 型 穴 （ １ ３ ） の 真 上 位 置 に て 昇 降 可 能 に 配 備 し て い
る 。
型 穴 （ １ ３ ） は 、 成 形 飯 （ ７ ） に 対 応 し て 横 長 に 形 成 さ れ 、 作 業 台 （ １ ２ ） の 回 転 方 向 に
沿 う 方 向 に 向 い て い る 。
作 業 台 （ １ ２ ） の 下 方 に は 回 転 し な い 底 板 （ １ ４ ） が 配 備 さ れ 、 該 底 板 （ １ ４ ） は 、 突 き
出 し ス テ ー シ ョ ン Ｓ ４ 位 置 に 対 応 し て 開 放 部 （ １ ４ ａ ） が 設 け ら れ て い る 。 作 業 台 （ １ ２
） の 各 型 穴 （ １ ３ ） は 、 底 板 （ １ ４ ） に よ っ て 底 が 塞 が れ て い る が 、 １ ピ ッ チ づ つ 間 欠 回
転 し て 突 き 出 し ス テ ー シ ョ ン Ｓ ４ に 達 す る と 底 は 開 放 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
飯 成 形 装 置 （ １ ） は 、 ホ ッ パ ー （ １ １ ａ ） か ら 投 入 し た 飯 を 、 一 定 量 の 飯 塊 （ ７ ０ ） と し
て 排 出 口 （ １ １ ｂ ） か ら 断 続 的 に 排 出 で き 、 飯 塊 （ ７ ０ ） の 排 出 は 、 作 業 台 （ １ ２ ） の 型
穴 （ １ ３ ） が 飯 供 給 ス テ ー シ ョ ン Ｓ １ で 停 止 す る タ イ ミ ン グ に 対 応 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
作 業 台 （ １ ２ ） の 上 方 に 第 １ 昇 降 板 （ １ ５ ） が 昇 降 可 能 に 配 備 さ れ 、 該 板 （ １ ５ ） の 一 端
に 溝 付 け 板 （ １ ６ ） 、 他 端 に 整 形 押 し 板 （ １ ７ ） が 取 り 付 け ら れ る 。
溝 付 け 板 （ １ ６ ） は 溝 付 け ス テ ー シ ョ ン Ｓ ２ に 位 置 し 、 型 穴 （ １ ３ ） に 嵌 ま る 大 き さ で あ
り 、 図 ７ ▲ １ ▼ に 示 す 如 く 、 下 面 の 長 手 方 向 の 全 長 に 亘 っ て 突 条 （ １ ６ ａ ） を 有 し て い る
。
作 業 台 （ １ ２ ） の 外 部 か ら 突 き 出 し ス テ ー シ ョ ン Ｓ ４ に 向 け て ア ー ム （ １ ８ ） が 昇 降 可 能
に 配 備 さ れ 、 該 ア ー ム （ １ ８ ） の 先 端 に 突 出 し 板 （ １ ９ ） が 取 り 付 け ら れ て い る 。
ア ー ム （ １ ８ ） が 下 降 す る 際 に 、 突 き 出 し ス テ ー シ ョ ン Ｓ ４ で 停 止 し て い る 型 穴 （ １ ３ ）
内 の 成 形 飯 （ ７ ） を 、 突 出 し 板 （ １ ９ ） に よ っ て 強 制 的 に 突 き 落 と す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
包 装 シ ー ト 供 給 装 置 （ ２ ） は 、 斯 種 包 装 シ ー ト の 供 給 装 置 と し て は 公 知 の も の で あ る が 簡
単 に 説 明 す る 。
包 装 シ ー ト 供 給 装 置 （ ２ ） は 、 上 記 作 業 台 （ １ ２ ） の 外 側 に て 、 整 形 ス テ ー シ ョ ン Ｓ ３ と
突 き 出 し ス テ ー シ ョ ン Ｓ ４ に 接 近 し て 配 備 し た 基 板 （ ２ １ ） 上 に 設 け た 包 装 シ ー ト ス ト ッ
カ ー （ ２ ２ ） と 、 基 板 （ ２ １ ） の 下 方 か ら 飯 成 形 装 置 （ １ ） の 突 き 出 し ス テ ー シ ョ ン Ｓ ４
の 下 方 に 跨 っ て 配 備 し た 包 装 シ ー ト 搬 送 装 置 （ ２ ４ ） と 、 基 板 （ ２ １ ） の 下 方 に 配 備 さ れ
、 突 き 出 し ス テ ー シ ョ ン Ｓ ４ に 積 層 し た 包 装 シ ー ト 束 の 最 下 部 の 包 装 シ ー ト を 取 り 出 し て
搬 送 装 置 （ ２ ４ ） に 受 け 渡 す 受 渡 し 装 置 （ ２ ７ ） と に よ っ て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
包 装 シ ー ト ス ト ッ カ ー （ ２ ２ ） は 、 包 装 シ ー ト （ ６ ） の 長 手 方 向 と 耳 片 （ ６ ６ ） （ ６ ６ ）
の 交 差 部 の ４ カ 所 を ガ イ ド す る ４ 本 の 柱 （ ２ ３ ） か ら な り 、 下 面 は 開 口 し 開 口 縁 に 包 装 シ
ー ト 束 の 落 下 を 阻 止 す る ス ト ッ パ ー （ 図 示 せ ず ） を 具 え て い る 。
受 渡 し 装 置 （ ２ ７ ） は 、 バ キ ュ ー ム に よ る 吸 引 ヘ ッ ド （ 図 示 ） を 昇 降 さ せ 、 上 昇 時 に シ ー
ト ス ト ッ カ ー （ ２ ２ ） 内 の 海 苔 束 を 少 し 突 き 上 げ て 、 最 下 部 の 包 装 シ ー ト （ ６ ） を 吸 着 し
、 そ の ま ま 下 降 し て 、 ス ト ッ パ ー を か わ し て 該 包 装 シ ー ト （ ６ ） だ け を 引 っ 張 り 出 し て 吸
引 を 解 除 し 、 搬 送 装 置 （ ２ ４ ） に 受 け 渡 す 。
搬 送 装 置 （ ２ ４ ） は 、 ４ 本 の 無 端 状 周 回 ベ ル ト （ ２ ５ ） を 平 行 に 且 つ 同 じ 高 さ に 張 設 し て
構 成 さ れ 、 上 記 受 渡 し 装 置 （ ２ ７ ） の 吸 引 ヘ ッ ド は 、 ベ ル ト を か わ し て 昇 降 す る 。 搬 送 装
置 （ ２ ４ ） は 、 包 装 シ ー ト （ ６ ） を 前 記 突 き 出 し ス テ ー シ ョ ン Ｓ ４ の 真 下 で 停 止 さ せ る 様
に 間 欠 周 回 す る 。
包 装 シ ー ト （ ６ ） は 、 突 き 出 し ス テ ー シ ョ ン Ｓ ４ に お い て 、 該 突 き 出 し ス テ ー シ ョ ン か ら
突 き 落 と さ れ る 成 形 飯 （ ７ ） が 包 装 シ ー ト （ ６ ） に 載 っ て 、 該 成 形 飯 （ ７ ） の 両 端 が シ ー
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ト （ ６ ） の 耳 片 （ ６ ６ ） （ ６ ６ ） に 対 応 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
突 き 出 し ス テ ー シ ョ ン Ｓ ４ に お い て 上 記 搬 送 装 置 （ ２ ４ ） と 交 差 し 、 搬 送 装 置 （ ２ ４ ） と
直 交 し て 外 側 に 延 び る 様 に 周 回 ベ ル ト （ ３ １ ） が 張 設 さ れ 、 該 周 回 ベ ル ト （ ３ １ ） 上 に 等
間 隔 に 型 枠 （ ３ ） が 配 備 さ れ て 型 枠 列 （ ３ ０ ） が 構 成 さ れ る 。
周 回 ベ ル ト （ ３ １ ） は 、 搬 送 装 置 （ ２ ４ ） の 上 搬 送 部 と 下 搬 送 部 の 間 を 通 過 し て お り 、 各
型 枠 （ ３ ） が 突 き 出 し ス テ ー シ ョ ン Ｓ ４ の 真 下 位 置 で 停 止 す る 様 に 間 欠 周 回 す る 。
型 枠 （ ３ ） は 、 成 形 飯 （ ７ ） が 余 裕 な く 嵌 ま る 大 き さ に 形 成 さ れ て い る 。
突 き 出 し ス テ ー シ ョ ン Ｓ ４ か ら 周 回 ベ ル ト （ ３ １ ） の 周 回 方 向 に 順 に 、 シ ー ト 耳 片 折 畳 み
ス テ ー シ ョ ン Ｓ ５ 、 包 装 シ ー ト 後 部 折 畳 み ス テ ー シ ョ ン Ｓ ６ 、 包 装 シ ー ト 前 部 折 畳 み ス テ
ー シ ョ ン Ｓ ７ 及 び シ ー ル ス テ ー シ ョ ン Ｓ ８ が 設 定 さ れ て い る 。
包 装 シ ー ト 前 部 折 畳 み ス テ ー シ ョ ン Ｓ ７ 以 外 の 各 ス テ ー シ ョ ン で 型 枠 （ ３ ） は 停 止 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
シ ー ト 耳 片 折 畳 み ス テ ー シ ョ ン Ｓ ５ に は 、 型 枠 （ ３ ） の 移 行 路 を 挟 ん で 耳 片 折 畳 み 装 置 （
４ ） （ ４ ） が 配 備 さ れ て い る 。
耳 片 折 畳 み 装 置 （ ４ ） は 、 図 ４ 、 図 ５ に 示 す 如 く 、 停 止 し て い る 型 枠 （ ３ ） の 両 端 か ら 、
エ ア ー シ リ ン ダ 等 の 往 復 駆 動 装 置 （ ４ １ ） に よ っ て 爪 板 （ ４ ３ ） （ ４ ３ ） を 互 い に 接 近 す
る 方 向 に 前 進 移 動 さ せ 、 型 枠 （ ３ ） の 上 部 開 口 面 上 で 衝 突 し な い 程 度 に 近 接 さ せ て 、 後 記
の 如 く 、 型 枠 （ ３ ） か ら 上 方 に は み 出 た 包 装 シ ー ト （ ６ ） の 耳 片 （ ６ ６ ） （ ６ ６ ） を 型 枠
（ ３ ） 内 の 成 形 飯 （ ７ ） の 上 面 に 折 り 畳 む 。
【 ０ ０ １ ６ 】
実 施 例 の 爪 板 （ ４ ３ ） は 、 爪 板 （ ４ ３ ） の 移 動 方 向 の 両 側 縁 に カ ム 板 （ ４ ６ ） を 具 え 、 爪
板 （ ４ ３ ） を 挟 ん で 対 向 配 備 し た 支 持 ブ ロ ッ ク （ ４ ７ ） （ ４ ７ ） 上 の ロ ー ラ （ ４ ８ ） に カ
ム 板 （ ４ ６ ） を 載 せ て い る 。
カ ム 板 （ ４ ６ ） は 、 ロ ー ラ （ ４ ８ ） 側 か ら 見 て 前 進 側 が 水 平 山 部 （ ４ ６ ａ ） 、 後 退 側 が 水
平 谷 部 （ ４ ６ ｃ ） と な り 、 山 部 （ ４ ６ ａ ） と 谷 部 （ ４ ６ ｃ ） は 傾 斜 部 （ ４ ６ ｂ ） で 繋 が っ
て い る 。
往 復 駆 動 装 置 （ ４ １ ） に 移 動 台 （ ４ ２ ） が 連 繋 さ れ 、 該 移 動 台 （ ４ ２ ） 上 に 立 設 し た ガ イ
ド 軸 （ ４ ４ ） （ ４ ４ ） に 前 記 爪 板 （ ４ ３ ） の 基 端 が 昇 降 可 能 嵌 ま り 、 該 軸 に 嵌 め た バ ネ （
４ ５ ） に よ っ て 爪 板 （ ４ ３ ） は 下 向 き 付 勢 さ れ 、 即 ち 、 爪 板 （ ４ ３ ） の カ ム 板 （ ４ ６ ） は
支 持 ブ ロ ッ ク （ ４ ７ ） （ ４ ７ ） 上 の ロ ー ラ （ ４ ８ ） に 押 し つ け ら れ て い る 。
爪 板 （ ４ ３ ） が 後 退 す れ ば 、 山 部 （ ４ ６ ａ ） が ロ ー ラ （ ４ ８ ） に 乗 り 上 げ て 爪 板 （ ４ ３ ）
は 型 枠 （ ３ ） の 開 口 面 よ り 上 昇 し 、 爪 板 （ ４ ３ ） が 前 進 す れ ば 型 枠 （ ３ ） の 開 口 面 上 で 、
開 口 面 に 近 接 す る 様 に 下 降 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
包 装 シ ー ト 後 部 折 畳 み ス テ ー シ ョ ン Ｓ ６ に は 、 該 ス テ ー シ ョ ン で 停 止 す る 型 枠 （ ３ ） の 上
面 開 口 を 塞 ぐ 様 に 可 動 押 え 片 （ ５ １ ） が 待 機 し て お り 、 該 可 動 押 え 片 （ ５ １ ） は 前 後 動 駆
動 装 置 （ ５ ２ ） に 連 繋 さ れ て 、 包 装 シ ー ト 後 部 折 畳 み ス テ ー シ ョ ン Ｓ ６ か ら 前 記 シ ー ト 耳
片 折 畳 み ス テ ー シ ョ ン Ｓ ５ の 下 流 側 ま で の 区 間 を 型 枠 （ ３ ） の 移 行 に 沿 っ て 前 後 動 す る 。
実 施 例 の 可 動 押 え 片 （ ５ １ ） は 、 前 記 シ ー ト 耳 片 折 畳 み ス テ ー シ ョ ン Ｓ ５ 側 へ 後 退 移 動 す
る と き 、 上 昇 し て 型 枠 （ ３ ） の 開 口 面 よ り も 高 く 位 置 し 、 包 装 シ ー ト 後 部 折 畳 み ス テ ー シ
ョ ン Ｓ ６ へ 戻 る と き 下 降 し て 、 型 枠 （ ３ ） の 開 口 面 に 接 近 す る 高 さ と な る 。 可 動 押 え 片 （
５ １ ） の 昇 降 機 構 は 、 前 記 耳 片 折 畳 み 装 置 （ ４ ） の 爪 板 （ ４ ３ ） の 昇 降 機 構 と 同 様 で あ る
か ら 、 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
包 装 シ ー ト 後 部 折 畳 み ス テ ー シ ョ ン Ｓ ６ と シ ー ル ス テ ー シ ョ ン Ｓ ８ は 、 型 枠 （ ３ ） の １ ピ
ッ チ 移 動 区 間 で あ っ で 、 こ の 区 間 が 包 装 シ ー ト 前 部 折 畳 み ス テ ー シ ョ ン Ｓ ７ と な っ て い る
。
包 装 シ ー ト 前 部 折 畳 み ス テ ー シ ョ ン Ｓ ７ に は 、 該 ス テ ー シ ョ ン を 移 動 中 の 型 枠 （ ３ ） の 上
面 開 口 に 接 近 し て 開 口 を 塞 ぐ 様 に 邪 魔 板 （ ５ ５ ） が 固 定 配 備 さ れ て い る 。
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邪 魔 板 （ ５ ５ ） の 長 さ は 、 包 装 シ ー ト 後 部 折 畳 み ス テ ー シ ョ ン Ｓ ６ に 停 止 し て い る 型 枠 （
３ ） に は 辛 う じ て 被 さ ら ず 、 シ ー ル ス テ ー シ ョ ン Ｓ ８ に 停 止 し て る 型 枠 （ ３ ） に は 被 さ る
長 さ で あ る 。
邪 魔 板 （ ５ ５ ） に は 、 シ ー ル ス テ ー シ ョ ン Ｓ ８ に 停 止 し て い る 型 枠 （ ３ ） と の 対 応 位 置 に
貫 通 孔 （ ５ ３ ） （ ５ ３ ） が 開 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
シ ー ル ス テ ー シ ョ ン Ｓ ８ に は 、 シ ー ル 装 置 （ ５ ７ ） が 配 備 さ れ 、 該 シ ー ル 装 置 （ ５ ７ ） は
、 昇 降 ア ー ム （ ５ ６ ） の 先 端 に 上 記 邪 魔 板 （ ５ ５ ） の 貫 通 孔 （ ５ ３ ） （ ５ ３ ） に 対 応 し て
ヒ ー タ （ 図 示 せ ず ） に よ っ て 加 熱 さ れ る 加 圧 軸 （ ５ ４ ） （ ５ ４ ） を 下 向 き に 突 設 し て 形 成
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
次 に 、 上 記 包 装 装 置 の 動 作 説 明 を 行 う 。
棒 状 飯 成 形 装 置 （ １ ） は 、 飯 供 給 装 置 （ １ １ ） か ら 飯 供 給 ス テ ー シ ョ ン Ｓ １ の 型 穴 （ １ ３
） に 供 給 さ れ た 飯 塊 （ ７ ０ ） を 、 溝 付 け ス テ ー シ ョ ン Ｓ ２ に て 、 溝 付 け 板 （ １ ６ ） が 下 降
し て 型 穴 （ １ ３ ） に 対 応 す る 様 に 成 形 す る 共 に 、 溝 付 け 板 （ １ ６ ） の 突 条 （ １ ６ ａ ） で 溝
部 （ ７ １ ） を 形 成 す る （ 図 ７ ▲ １ ▼ 参 照 ） 。
型 穴 （ １ ３ ） が 間 欠 移 動 し て 整 形 ス テ ー シ ョ ン Ｓ ３ に 達 す る 間 に 、 上 記 飯 塊 （ ７ ０ ） の 溝
部 （ ７ １ ） に 、 具 （ ７ ２ ） を 投 入 す る （ 図 ７ ▲ ２ ▼ 参 照 ） 。 具 （ ７ ２ ） の 投 入 は 自 動 機 （
図 示 せ ず ） 或 い は 手 作 業 で 行 う 。 前 記 飯 供 給 装 置 （ １ １ ） か ら 、 飯 に 細 か な 具 を 混 ぜ た も
の を 型 穴 （ １ ３ ） に 投 入 す る 様 に す れ ば 、 溝 付 け 板 （ １ ６ ） 及 び 該 溝 付 け 板 （ １ ６ ） に よ
る 飯 塊 （ ７ ０ ） へ の 溝 付 け 作 業 を 省 略 す る こ と が で き る 。
整 形 ス テ ー シ ョ ン Ｓ ３ で は 、 整 形 押 し 板 （ １ ７ ） が 下 降 し て 、 飯 塊 （ ７ ０ ） の 溝 部 （ ７ １
） の 両 側 を 押 し 崩 し て 、 具 （ ７ ２ ） に 飯 を 被 せ て 棒 状 成 形 飯 （ ７ ） を 形 成 す る （ 図 ７ ▲ ３
▼ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ １ 】
包 装 シ ー ト 供 給 装 置 （ ２ ） は 、 包 装 シ ー ト ス ト ッ カ ー （ ２ ２ ） に 積 層 さ れ た 包 装 シ ー ト 束
の 最 下 部 の 包 装 シ ー ト （ ６ ） を １ 枚 づ つ 取 り 出 し て 、 搬 送 装 置 （ ２ ４ ） に よ り 突 き 出 し ス
テ ー シ ョ ン Ｓ ４ の 真 下 へ 搬 送 す る 。
包 装 シ ー ト 供 給 装 置 （ ２ ） に よ っ て 包 装 シ ー ト （ ６ ） が 突 き 出 し ス テ ー シ ョ ン Ｓ ４ の 真 下
位 置 に 供 給 さ れ る タ イ ミ ン グ 、 突 出 し 板 （ １ ９ ） が 下 降 す る タ イ ミ ン グ 及 び 型 枠 （ ３ ） が
突 き 出 し ス テ ー シ ョ ン Ｓ ４ の 真 下 に 停 止 す る タ イ ミ ン グ は ほ ぼ 一 致 し て お り 、 包 装 シ ー ト
（ ６ ） が 突 き 出 し ス テ ー シ ョ ン Ｓ ４ の 真 下 に 達 す る と 、 型 穴 （ １ ３ ） か ら 成 形 飯 （ ７ ） が
下 方 に 突 き 出 さ れ 、 搬 送 装 置 （ ２ ４ ） の ベ ル ト （ ２ ５ ） 間 を 通 過 し て 包 装 シ ー ト （ ６ ） と
一 緒 に 型 枠 （ ３ ） に 嵌 ま る （ 図 ７ ▲ ４ ▼ か ら ▲ ５ ▼ 参 照 ） 。 こ の と き 、 成 形 飯 （ ７ ） と 型
枠 （ ３ ） と の 間 に 挟 ま れ た 包 装 シ ー ト （ ６ ） は 、 成 形 飯 （ ７ ） の 周 面 の 内 、 上 面 を 除 く ３
面 を 包 ん で シ ー ト の 後 部 （ ６ ａ ） 、 前 部 （ ６ ｂ ） は 型 枠 （ ３ ） か ら 上 方 に は み 出 す 。 包 装
シ ー ト の 耳 片 （ ６ ６ ） （ ６ ６ ） は 、 成 形 飯 （ ７ ） の 端 面 に 被 さ っ て 型 枠 （ ３ ） か ら 上 方 に
は み 出 す （ 図 ７ ▲ ５ ▼ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
型 枠 （ ３ ） が シ ー ト 耳 片 折 畳 み ス テ ー シ ョ ン Ｓ ５ に 達 す る と 、 耳 片 折 畳 み 装 置 （ ４ ） （ ４
） の 爪 板 （ ４ ３ ） （ ４ ３ ） が 互 い に 接 近 し て 、 型 枠 （ ３ ） か ら 上 方 に は み 出 し た シ ー ト 耳
片 （ ６ ６ ） （ ６ ６ ） を 引 っ 掛 け て 型 枠 （ ３ ） 内 の 成 形 飯 （ ７ ） の 上 面 に 折 り 畳 む 。
爪 板 （ ４ ３ ） を 型 枠 （ ３ ） の 上 面 開 口 高 さ に 合 わ せ て 、 水 平 に 前 後 動 さ せ た 場 合 、 型 枠 （
３ ） の 上 面 開 口 か ら 成 形 飯 （ ７ ） が 少 し で も は み 出 て れ ば 、 爪 板 （ ４ ３ ） が 該 は み 出 し 部
分 を 横 方 向 に 押 し て 、 成 形 飯 （ ７ ） を 型 崩 れ さ せ 、 上 手 く 包 装 で き な い こ と が あ る 。
爪 板 （ ４ ３ ） を 型 枠 （ ３ ） の 上 面 開 口 よ り 少 し 高 位 置 で 水 平 移 動 さ せ た 場 合 、 シ ー ト 耳 片
（ ６ ６ ） を 爪 板 （ ４ ３ ） の 動 き で 成 形 飯 （ ７ ） 上 に 折 り 畳 ん で も 、 シ ー ト 耳 片 （ ６ ６ ） を
成 形 飯 （ ７ ） の 上 面 に 引 っ 付 け る こ と が 出 来 な い た め 、 爪 板 （ ４ ３ ） が 後 退 す る と 該 耳 片
（ ６ ６ ） が 立 ち 上 が っ て し ま う 虞 れ が あ る 。
実 施 例 の 爪 板 （ ４ ３ ） は 、 シ ー ト 耳 片 （ ６ ６ ） を 引 っ 掛 け て 前 進 す る と き は 、 型 枠 （ ３ ）
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の 上 面 開 口 高 さ よ り 高 い 位 置 に あ り 、 成 形 飯 （ ７ ） を 引 っ 掛 け け て 型 崩 れ さ せ る 虞 れ は な
い 。 爪 板 （ ４ ３ ） は 前 進 端 で は 下 降 し て シ ー ト 耳 片 （ ６ ６ ） を 成 形 飯 （ ７ ） の 上 面 に 押 し
つ け る た め 、 シ ー ト 耳 片 （ ６ ６ ） は 成 形 飯 （ ７ ） に 引 っ 付 く 。 こ の た め 、 爪 板 （ ４ ３ ） が
後 退 し て も 、 シ ー ト 耳 片 （ ６ ６ ） が 立 ち 上 が る こ と は な く 、 包 装 不 良 は 生 じ な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
シ ー ト 耳 片 折 畳 み 装 置 （ ４ ） の 爪 板 （ ４ ３ ） が 待 機 位 置 に 後 退 し 、 型 枠 （ ３ ） が シ ー ト 耳
片 折 畳 み ス テ ー シ ョ ン Ｓ ５ か ら 包 装 シ ー ト 後 部 折 畳 み ス テ ー シ ョ ン Ｓ ６ に 移 動 す る 途 上 で
、 図 ６ ▲ １ ▼ に 示 す 如 く 、 包 装 シ ー ト 後 部 折 畳 み ス テ ー シ ョ ン Ｓ ６ か ら シ ー ト 耳 片 折 畳 み
ス テ ー シ ョ ン Ｓ ５ へ 移 動 す る 途 上 の 可 動 押 え 片 （ ５ １ ） と す れ 違 う 。 図 ６ ▲ ２ ▼ に 示 す 如
く 、 型 枠 （ ３ ） が 包 装 シ ー ト 後 部 折 畳 み ス テ ー シ ョ ン Ｓ ６ で 停 止 す る タ イ ミ ン グ に 対 応 し
て 、 可 動 押 え 片 （ ５ １ ） が 前 進 し て 該 型 枠 （ ３ ） の 後 縁 か ら 上 方 へ は み 出 た シ ー ト 後 部 （
６ ａ ） を 引 っ 掛 け て 成 形 飯 （ ７ ） 側 に 折 り 畳 む （ 図 ７ ▲ ６ ▼ ） 。
実 施 例 の 可 動 押 え 片 （ ５ １ ） は 、 上 昇 位 置 が 前 進 し て シ ー ト 後 部 （ ６ ａ ） を 成 形 飯 （ ７ ）
側 に 折 り 畳 み つ つ 下 降 し て 、 該 シ ー ト 後 部 （ ６ ａ ） を 成 形 飯 （ ７ ） に 押 し つ け る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
可 動 押 え 片 （ ５ １ ） を 型 枠 （ ３ ） の 上 面 開 口 高 さ に 合 わ せ て 、 水 平 移 動 さ せ た 場 合 、 型 枠
（ ３ ） の 上 面 開 口 か ら 成 形 飯 （ ７ ） が は み 出 て い れ ば 、 可 動 押 え 片 （ ５ １ ） が 該 は み 出 し
部 分 を 前 方 に 押 し て 、 成 形 飯 （ ７ ） を 型 崩 れ さ せ 、 上 手 く 包 装 で き な い こ と が あ る 。
可 動 押 え 片 （ ５ １ ） を 型 枠 （ ３ ） の 上 面 開 口 よ り 少 し 高 位 置 で 水 平 移 動 さ せ た 場 合 、 該 可
動 押 え 片 （ ５ １ ） の 動 き で シ ー ト 後 部 （ ６ ａ ） を 畳 ん で も 、 成 形 飯 （ ７ ） に 被 さ っ た シ ー
ト 耳 片 （ ６ ６ ） と の 間 に 隙 間 が 生 じ 、 後 記 す る 様 に シ ー ト 前 部 （ ６ ｂ ） を 邪 魔 板 （ ５ ５ ）
で 畳 む 際 に 不 都 合 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
型 枠 （ ３ ） が 前 進 し て 、 包 装 シ ー ト 前 部 折 畳 み ス テ ー シ ョ ン Ｓ ７ 上 の 邪 魔 板 （ ５ ５ ） を 通
過 す る 際 、 型 枠 （ ３ ） の 前 縁 か ら 上 方 に は み 出 た シ ー ト 前 部 （ ６ ｂ ） は 、 邪 魔 板 （ ５ ５ ）
に 当 た っ て 後 方 、 即 ち 、 先 に 折 り 畳 ま れ て い る シ ー ト 後 部 （ ６ ａ ） の 上 に 重 な る （ 図 ７ ▲
７ ▼ ） 。
こ の と き 、 前 記 し た 様 に 、 可 動 押 え 片 （ ５ １ ） が 型 枠 （ ３ ） 上 面 よ り 少 し 高 い 位 置 で シ ー
ト 後 部 （ ６ ａ ） を 折 り 畳 ん で 、 該 シ ー ト 後 部 （ ６ ａ ） が 、 成 形 飯 （ ７ ） に 対 し て 隙 間 の あ
る 状 態 、 即 ち 、 シ ー ト 後 部 （ ６ ａ ） が 成 形 飯 （ ７ ） の 上 面 か ら 浮 き 上 が っ た 状 態 で は 、 型
枠 （ ３ ） が 前 進 し た 際 に 、 該 シ ー ト 後 部 （ ６ ａ ） ま で も が 邪 魔 板 （ ５ ５ ） に 引 っ 掛 か っ て
美 し く 包 装 で き な い 。
実 施 例 の 様 に 、 可 動 押 え 片 （ ５ １ ） で シ ー ト 後 部 （ ６ ａ ） を 成 形 飯 （ ７ ） に 押 さ え つ け て
お け ば 、 型 枠 （ ３ ） が 前 進 す る 際 に 、 シ ー ト 後 部 （ ６ ａ ） が 邪 魔 板 （ ５ ５ ） に 引 っ 掛 か る
こ と な く 美 し く 包 装 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
型 枠 （ ３ ） が シ ー ル ス テ ー シ ョ ン Ｓ ８ で 停 止 す る タ イ ミ ン グ に 合 わ せ て 、 シ ー ル 装 置 （ ５
７ ） の 加 圧 軸 （ ５ ４ ） が 下 降 し て 、 邪 魔 板 （ ５ ５ ） の 貫 通 孔 （ ５ ３ ） を 貫 通 し て 成 形 飯 （
７ ） 上 の シ ー ト 後 部 （ ６ ａ ） と 前 部 （ ６ ｂ ） の 重 な り 部 を 熱 溶 着 し て シ ー ル す る （ 図 ７ ▲
７ ▼ ） 。 　 　 型 枠 （ ３ ） が シ ー ル ス テ ー シ ョ ン Ｓ ８ か ら 前 進 し 、 ベ ル ト （ ３ １ ） の 下 流 側
反 転 部 で 反 転 す る 際 に 、 包 装 さ れ た 成 形 飯 が 型 枠 （ ３ ） か ら 排 出 さ れ る 。
飯 成 形 装 置 （ １ ） の 作 業 台 （ １ ２ ） が １ ピ ッ チ 回 転 す る 毎 に 、 上 記 動 作 が 繰 り 返 さ れ 、 包
装 成 形 飯 能 率 的 に 製 造 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 包 装 棒 状 飯 の 製 造 装 置 の 斜 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 上 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 上 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ Ａ － Ａ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 耳 片 折 畳 み 装 置 の 斜 面 図 で あ る 。

10

20

30

40

50

(8) JP 2004-8024 A 2004.1.15



【 図 ６ 】 包 装 シ ー ト の 後 部 と 前 部 を 折 り 畳 む 工 程 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 飯 塊 か ら 成 形 飯 を 成 形 し 、 該 成 形 飯 を 包 装 す る ま で の 工 程 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 包 装 シ ー ト の 斜 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ８ Ａ － Ａ 線 に 沿 う 断 面 図 で 有 る 。
【 図 １ ０ 】 包 装 シ ー ト の 分 解 斜 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
（ １ ） 　 飯 成 形 装 置
（ １ ２ ） 　 作 業 台
（ １ ３ ） 　 型 穴
（ ２ ） 　 包 装 シ ー ト 供 給 装 置
（ ４ ） 　 耳 片 折 畳 み 装 置
（ ４ ３ ） 　 爪 板 （ ４ ３ ）
（ ５ ） 　 包 装 シ ー ト 後 端 部 折 畳 み 装 置
（ ５ １ ） 　 可 動 押 え 片
（ ６ ） 　 包 装 シ ー ト
（ ７ ） 　 成 形 飯
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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